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“F両ibakamバ is　the　Japanese　name 　for　Eupa．torium．fo砌 nei 　Turcz．（Compos 主lae）and 　has　、
been　medicinally 　used 　for　diabetes，　But　recently ，血 e　namc “Fujibakama”has　becn　used

for　unidentified 　Eupatoriu’n 　sp ．　 on 　thc　Japanese　flo、ver 　market ．　Hcre ，　we 　desciibe　the

f  er　growing−in−Japan　species 　as 　Fujibakama −wild 　t｝脚 ，　and 　the　latter　ag．　 Fujibakama −

gardenillg　lype，　Although　these　Iwo　species 　co 皿 d　be　easily 　disti皿 guished　by　lhe　shape 　of

the　leaves，　tlle　same 　llamc 　can 　causc 　confUsion ，　In 血is　paper，　we 　clanfied 童he　relationship

of 　Fujibakama −garde1童ng 　type　 a皿d　the　wild 　type　by　gene　an詛ysis．　We 　also 　chose 　E ．

cannabinum 　L ．　 because　the　specics 　was 　similar　to　Fujibakama−gardening　type

morphologically ，　and 　wa ∬ old 　on 　Japa皿 ese 　fio、、・er　marke ！．

XN「e　analyzed 　Ulc　nucleotide 　sequences 　of　the　f（）110wing　chloroplasI 　genome 　regions 　in
thrce　Eupatori” m 　species ： the　trnK 　gene　rcgion ；a皿d　tlle　region 　covering 　be重ween ’rnT

exon 　and 　trnF 　exon ，　including　tlle　intergenic　spacer （IGS ）between 　trnT 　a皿d　trnL 　5t　exon ；

trnL 　57　exon ； trnL 　intron；n’nL 　3 厂

exon ； the　IGS　betwe¢ 11　trnL 　3’exon 　alld 　trnF．　The
di∬ercnces 　of 　nucleotide 　sequence 　were 　dctec重ed 　on 　successive 　thymine　regions

embedded 　i田 hc　IGS　betw ¢ en 跏 T　alld 碗 L　5广

exon ； fifteen　and 　fourleen　lhy血 nc 　in

Fujibakaina−wild 　type ；seventeen 　and 　sixteen 　thymine 　in　Fujibakama −gardening　Iype．
’
T
’
he

nucleotide 　sequcncc 　ot
』
E ．　ca．nnabin ” m 　was 　different　from　the　two 　types　of

“Fujibakama”．

The　relationships　between　Fujibakama −gardening　typc　a皿 d　Fujibakama −wild 　type　 were

closer 　thaii　E．　cannahtnum ．

Keywords：E翠 α’o鹿配規 プb枷 η鉱 F両ibakama；chloroplast 　DNA ；identification；

Compositae

　　キ ク科 （Compositae） の Eupatorium属植物は北米大

陸 に分布 し．ア ジ ア に も約 50 種，そ の 内約 正0 種が 日本

に分布 して い る
b．本植物は種間で 交雑が起 こ りやす く，

形 態 の 変異 も大 き い た め 種の 分 類 や 同定 が 困難 な植 物 群

で あ り，学名 も文献 に よ り異な っ て い る こ とがある ．こ

の うちフ ジバ カ マ Eblpatori 〃n ／iOrtunei　Turcz．（E．　japoniCttm
Thunb ．） は 日本 で は 開 花直 前 の 全 草 を 民間的 に 皮膚 の か

ゆ み や 糖 尿病 の 予 防 と治 療 を 目的 に 使用 され て き た
2）．

ま た漢薬
一
沢蘭」 及 び ［蘭草．の 基源 の 1 つ で も あ り．

処 方 の 構成 生薬 と して の 需要 もあ る
3）．
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Table　1．Comparative 　features　of 　T｝1ree 　Species

type

scientific 　name

height

color 　of 　corolla

petiole

shape 　of 　leaves

F両ibakama−wild 　type

Eupatorium プbr広uneiTurCZ ．

1 −2m

F旦libakama−gardening　type

Eupatortum　sp、

1m
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　 フ ジ バ カ マ は 高さ 1〜2 メ
ー

トル の 多年生草本植物で ，

で 成 葉 は 通 常 やや不 規則 に 3 裂す る傾向がある
1・4）．川岸

の 土 手 な どに 自生 し て い る こ と が多 い が．現 在 で は 個体

数が 減少 し絶滅危惧種に指定 され て い る
5）．

　 と こ ろ で ，フ ジバ カマ と 呼ば れ る 植物 に は 山 野 に 自生

し て い る 本来 の も の と は別 に ，近 年 主 と して 園 芸
．
市場 に

流通 し て い る も の が あ る ．両 者 を 比 較 す る と ，同 じ

EupatoriLmt属 植 物 と して 類 似 す る も の の ，形 態 的 に は 容

易 に 区 別 し う る．本報告 で は，こ の 2タ イ プ の フ ジ バ カ

マ を 区 別 す る た め，野 生 に み られ る 前 者 の タイ プを フ ジ

バ カマ 野 生 型 （Fujibakama −wiid 　 type ），園 芸 市 場 で み られ

る 後 者 を フ ジ バ カ マ 園 芸 型 （P頃ibakama 一
篳ardenlllg 　type）

と 呼ぶ こ と に す る ．両者 の 形 態上 の 違 い を Table ／ に 示

した．

　 フ ジ バ カ マ は秋 の 七 草 と して 知 られ る が，フ ジバ カ マ

野 生 型 は 個体数 が 少 な く 園芸 市 場 に 出る こ と は まれ で あ

る ．一
方．園芸 型 は 栽培が 容 易で あ る こ とか ら園芸 市 場

に 広く流通す る よ うに な っ た と 推定 さ れ る．フ ジ バ カ マ

の 学 名 は 本来 的 に は 野 生 型 に 与 え られ た もの で あ り，園

芸型の もの は Eupatorib”n 属植物 と して は こ れ ま で 文献上

記載 が な く，種 同 定 が 明 確 に な さ れ て い な い．しか も 日

本 に 自生 す る Eupatorium 属植物 につ い て 植物検索表 で

検 索 す る と園 芸型 も フ ジ バ カ マ （E ．fortUnei） に 分類 さ れ

る こ と に な る．そ の た め 植物 図鑑 な どで も園 芸 型 を フ ジ

バ カ マ と して 収 載す る 場合 が あ り
6）．フ ジ バ カ マ と い う

植物 （名）に は混乱がみ られ る．

　そ こで本研 究 で は フ ジバ カ マ の 野 生型，園芸型両 者 に

つ い て 特定遺 伝子 領 域 の 配列 を 比較 し，近 縁 関 係調 べ た．

比較植物 と して フ ジ バ カ マ 野 生 型 と 園芸 型 ，お よ び E．

cannabinum の 3 者 を対象 と した．　 E，　 cannabiitunt は カ ン ナ

ビウ ム と い う名 称 で 園芸 市 場 に 流 通 して お り，そ の 成 葉

の 形状だ けを み る と フ ジバ カ マ 園芸 型 に 類似 し，近 縁 関

係が 想定さ 逝 た か らで あ る ．

　Eupatorium 属 植 物 に つ い て は ． こ れ ま で Internal

transcribed　 spacer σTS ）領域 に つ い て 系 統学的解析 を行な

っ た 報告 が あ る
7〕．こ の 報 告 で は フ ジバ カ マ （E．japonictan

＝E ．fortUnei）及 び カ ン ナ ビ ウム も含 め て ITS 領域 の 配列

を解析 して い るた め，我 々 も，こ の 報告 を基 に 同領域 を

解 析 した ．し か し検体 の 多 く は 核領域で あ る ITS 領域 に

数種類の 配 列 が 混在す る た め解析で き な か っ た．解析 で

きな か っ た 個体 は お そ ら く n1S 領域 に お い て 配列 が 異 な

る 同種 の 個体同士 が 交配 した こ とが 原因で あ る と考 え ら

れ る ．こ の よ うな 領 域 は 生 薬 の 同 定 に応 用 す る こ とが で

き な い た め．本研 究 で は 新 た に交 雑 の 影 響 を 受 けな い 葉

緑体 DNA を検 討 し た．領域 と して 葉緑体 trnK 遺 伝子

領 域 及 び葉 緑 体 trnK 遺伝 子 領 域及 び葉緑体 trnT 　eXOII か

ら trnF　exon に至 る 領 域 （‘r ’〜T − ’御 L　IGS ，　trnl．5 ’
exon

，
　trnL

intron、　 t〃n］．3「cxon ，　 trnL − trnF　IGS を含む 〉を選 択 した．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 実 験材 料

　実験に は フ ジ バ カ マ 野 生 型 （Eupatorittin　jfortunei　Turcz．，

Fujibakama−wild 　type ）．フ ジバ カ マ 園 芸型 （Eupatorit” n　sp．、

Fujibakama −gardening−type ），及 び カ ン ナ ビ ウ ム （E．

cann αbin．van 　L ．）を用 い た．検 体 の 情 報 を Table　2 に 示 し
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Table　2、　Plant　Materials　Used　inThis　Study

Species Japanese 　name Source ＊ Collec廿on 　Date Voucher　No．

E瑞Pα 彦or ∫研 zプ∂厂朗η6　Turcz． Fゆ bakama MP −HU Jun、2003 SFOl

F呻bakama −wild 　typc MP −KU Aug ．2003 SFO5

MP −ME May 　 2004 SF13

MP −i．iH Mav 　 2004　　巨 SFI4

Ono，　Fukui Sep．2004 SFI6

Mino ，　Gifロ Sep，2004 SFI7

Tsukub亀 Ibaraki Sep．2004 SF18

Nimi，Okayama Sep、2004 SF19

E醒μ or ∫  sp． 　F吋ibakama
I

MP −HU Jun．2003I 　　 SFO2

Fゆ bakama −gardeningtype …
1

MP −KU Aug ．2003 …　 SFO4

II Gunma ，　Gumma Nov ．2003 SFO6

i Iida，　Nagano Nov ．2003
　　　　　　　　　 ！

SFO7
1

Iida，　Nagano N 。 ・ ・2003　　1SFO9
Marke重inTokyo 　 　 　 　 　　 　 　 　 I

Apr．2004 SWO1

E．cα朋 αわゴ朋 ，η L． Market 　inTokyo Apr、2004 SCO1

Marke ξinTokyQ Apr．2004 SCO3

BG −GI三 APf、2004 SCO2

＊Abbreviatlon ：MP −HU ，　Medicinal　Plant　Gardell　of　Hoshi　University；MP −KU ，　Medicinal　Plant　Garden，　KyQritsu　University　of
Phar　lacy ；　MP −ME ，　Tokyo 　MetrQpolitan　Medicinal 　Plants　Garden ；MP −HH ，　Medicinal　Botanic　Garden，　Health　Sciences
University　of 　Hokkaido；BG −GE ，　Botanical　Garden　Frankfurt、

た．標 本 は すべ て 星 薬科 大学 薬用 植 物 研 究 室標 本室 に 保

存 され て い る．

　　　　　　　　　　 実験方 法

L 全 DNA の 抽 出 及 び PCR 法 に よ る 増幅

　植物 又 は標本 20−50mg か ら DNeasy 　Plant　Mini　Kit

（QIAGEN ） を 使 用 し て 全 DNA を 抽 出 し
， 次 い で

GENECLEANE 　 II　 Kit （BIO ］Or） で 精 製 した．　 PCR 法 に

よ る 増 幅 は以 下 の 条 件 で 行 な っ た．反 応 溶 液 は精 製 した

全 DNA を鋳 型 と して ．1．5　mM 　MgC 】21　O．2　mM 　dNTPs ，O．25

μM プ ラ イ マ ー 1 ，0．25PLM プ ラ イ マ ー 2 、1、5U　 Taq

polymerug．　e （TaKaRa ） 及 びバ ッ フ ァ
ーを加 え．50 囲 で 行

な っ た ．使 用 し た プ ライ マ ーの 配列 は葉緑体 trnK 遺伝

子領域 ；trnK−3914F ：5
’−TGG 　GTr 　G σ r　AACTCA 　ATG 　G −3’

及 び trnK−2Rl　5’−AAC 　TAG 　TCG 　GAT 　GGA 　GTA 　G−3’，葉

緑 体 trn
’
F − trnL 　IGS ，　 trnL 　5

’
　exon ，　 trnl，　intron，　 trnL　一　trnF

IGS 領域 ：trnT−aF ：5’−CAT 　TAC 　AAA 　TGC 　GAT 　GCr 　Crl
’．3’

及 び trnF−R 　5厂．ATT 　TGA 　ACr 　GGT 　GAC 　ACG 　AG ．3’で あ

る．反応は Thermal　Cycler （Tal〈aRa ・Dice） を使用 し，94℃

の ホ ッ トス タ
ー

トの 後 ．96℃ （1 分 ），52℃ （i 分），74℃

（1．5 分）を 35 サ イ クル 行 っ た．反応 後 ，ア ガロ ー．一
ス 電

気泳動 法 に よ り増 幅 を確認 し，QIAquick　PCR 　Purificalbn　K

Kit （QiAGEN ）で 精製 した ．

2．塩基 配列の 解析

　精 製 した PCR 増幅産物 を Cycle　Sequencing 　Kit （ABI 、

BigDye　Terminator　v1 ．1） で Cycle　Sequence 反応 を行な っ

た ．塩基 配 列 は ABI 　PRISM 　377 　DNA 　Sequencing 　System

に よ り解 析 し，得 られ た 配 列 情 報 を 基 に ソ フ トウ ェ ア

AutoAs9．　emble 　Program 　 l
．1．3．0 （ABI ） に よ り配列間の 比 較

解析を 行なっ た．

　　　　　　　　　　　 結果

1 ．葉緑体 trnl〈 遺伝子領域 （Fig．1）

　本領域 の 全 長 は 2584〜2597 塩基対 で あっ た．フ ジ バ

カ マ 野 生 型 及 び フ ジ バ カ マ 園芸 型 の 間で は完 全 に 保存 さ

れ て お り全 長 2585 塩基対 で 同
一

の 配 列 で あっ た．カ ン

ナ ビウ ム は 全 長 2597 塩 基 対 及び 2596 塩基 対 の 2 種類

の 配 列 が 認 め られ ，157D 番 目 が guanine で あ る も の

（SCO ］，02） と adenine で あ る も の （SCO3 ）があ っ た ．

さ ら に 同・．．一
個体 で も 2387 番 目か ら の 連続 した adenine

傾 域 に 2 種 類 の 配 列 が 認 め られ．】6 塩基 の もの と 15 塩

基 の もの を認めた．これ に 加えて カ ン ナ ビウム に は 189

番目か ら 6 塩基 の 繰 り返 し挿入，ll 箇所 又 は 12 箇所

の 塩基 置 換が 認 め られ た．

2 ．葉緑体 trnT 　exon − trnF　 exon 領 域 （trnT − trn．L　ICJS，

（17）
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Fig. 1. Comparison of  lrnK  gene sequences  among  analyzed  Empatorium species.
Hyphens  (-) denote alignment  gaps; asterisks  (*) indicate sequence  identit}, with  Eupatoriumforttinei. 

'

under  the sequence  indieate the aligned nucleotide  positjon from the S' end  of  the forward primers,
parentheses indicate the whole  length of  this region.

Eupatoriumfortunei Fujibakama-wildtype

                   IST  7A
        A C ITTTITITITITFET-----AA-T  AAAAAAA-

     {-- #****lel#"#

 
--*

 
*##-

Egpatoriumsp. Fujibakama-gardeningtype

                   m
        

l
 *  *+**#**#**tt*n---tt*  *###-

     { .
 

,
 

......i.6.T.......,]---..-*
 

i.*i...-

E. cannabinum
                   IST  8A
        C T  ####-##l---A"--A*  #-#liA

     {                   14T
        C T *#i##ii##---ATT**Al  #*#"A

       il4 202 2T3 296 SOO 3el

 5AAAAAA
 T G

#*#  *l

I'henumeralsinitalics
 The  numerals  in the

 *##

 ***ll

  4A
 ***t

 **lt59S

 602

li

**

AACATGTGACATATATGATACATGTACAAATAAC

*i-*i"***i******##*-*####*

#*########"ii**********t

{1553 bps)

{1552 bps)

G

Ge29

********"*#****"*****ii*+*-**--

T IG----------------------i

T -G----------------------i

fl62I253  f2e6

1 ,

trne s
Te

s 3'e strnLtrnFiGsnF

{1555bp$)

{1554 bps)

(1526 bps)

(1525 bps)

tmT-trnLIGS trnLlntron

                                                  1525
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trnL　5’exon ，　 trnL　intron，　 trnL　3’

exon ．　 trnL − trnF　IGS 領

域 ）　（Fi9．2）

　 こ の 領域の 塩基配列に おい て 2 つ の 特徴が 認められ た ．

第 1 と して す べ て の 検体 に お い て ，同
一

個体内に 2 種

類の 配列が 観察 さ れた．フ ジ バ カ マ 野 生型 （F 卯楓 kama −

wild 　type）は 273 番 目か らの 連続 した thymine の 領域 に

お い て ，thymine の 数 が 15 塩基 の 配 列 と 14 塩基 の 配

列 が あ っ た ．同 様 に フ ジ バ カ マ 園 芸 型 （Fujibakama−

gardening 　 type ） は 17 塩 基 と 16 塩 基 の 配 列 が，カ ン ナ ビ

ウ ム は 15 塩基 の配列 と 14 塩基の 配 列 が観 察 され た．第

2 の 特徴 と して ，検 体 と した 植物 の 種 類 に応 じて 特異 的

な 配 列 が こ の 領 域 に 認 め ら れ た ．フ ジ バ カ マ 野 生 型 は

thymine が 15 塩基 及び 14 塩 基 で あ る の に対 し，フ ジ

バ カ マ 園芸 型 は 17 塩基 及び 16 塩 基 で あ り，そ れ 以外

の 配列 は相同で あ っ た ．カ ン ナ ビ ウ ム は 全 長 1526 及 び

1525 塩 基 対 で あ り，th、mine の 数 は 15 塩 基 及 び 14 塩

基 で あ るが，そ の 後 ATTAAAT で あ りフ ジバ カ マ 野 生 型

と配 列 が 異 な っ て い る．また カ ン ナ ビウ ム は 114，202，829，

1162，1254 番 目に 塩 基 置 換．3〔n 番 目 に塩 基 挿 入．602 番

目に塩基 欠 失，1255 番目か ら 31 塩基 の 欠 失が 観察 され

た．

3 ．解 析 した 配 列 に つ い て

　本研究 で 解 析 し た 配列 は 国 立 遺 伝学研究所 日本 DNA

デ
ー

タ バ ン ク （DDBJ ）に 登 録 済 み で あ る．葉 緑 体 trnK 遺

伝子 領域及 び葉緑体 trnT ・exon − trnF 　ex 。n 領域（trnT − trnし

IGS ，　 trnL 　5’exon ，　 trnl．　intron．〃刀L3
’
exon ，　 trnL 　一　trnF　IGS

領域 を含む，ア ン ダ
ー

ライ ン ）に つ い て の 各種 の Accessi。 11

番号 は 以 下 の と お り で あ る．な お，フ ジ バ カ マ 園芸 型 は

未登録で ある ．Eupatorium 　fortunei： AB217689 ，　AB217693 ；

E．cannabint ”it： AB217691 （SCOI，　 SCO2），　 AB217692 （SC 〔B．），

AB217695 、

　　　　　　　　　　　 考 察

　本論 文で は、わ が 国 で 現 在 フ ジ バ カ マ と1呼 ばれ て い る

植物 に 野 生 型 お よ び 園芸 型 と呼 ぶ 2 タイ ブ存在 す る こ と

を 初 め て 指 摘 した．フ ジ バ カ マ 野 生 型 と園 芸 型 に つ い て

遺 伝 子 解 析 し た と こ ろ葉 緑 体 2 領 域 の イ ン トロ ン 領 域 に

違 い が認 め られ ，両 者 は遺伝 子 配列 の 比 較か ら も識 別 で

き る こ と が 明 らか と な っ た ．し か し そ の 相 違 は 塩基 欠 損

が起 こ りやす い と さ れ る イ ン トロ ン 領域 で あ り，しか も

塩 基 置 換 で は な く連 続 した チ ミ ン 領 域 に お け る チ ミ ンの

数で あ る こ と を考 慮 す る と，両者は 非常 に 近 縁で あ る こ

とが示 唆 され た．

　今 回 解析 した葉緑体 の 2 領域 はサ ワ ヒ ヨ ド リ （E 、

lindleyane”n），ヒ ヨ ド リバ ナ （E．　chinense 　var 　simplicifotiemt ）

で も塩基置換が観察 さ れ，フ ジバ カマ 野 生 型 と異な っ て

い る こ と確 認 して い る （未発 表）、すな わ ち，フ ジバ カ マ

野 生 型 に とっ て 同 園芸 型 は サ ワ ヒ ヨ ドリ等 よ り も近 縁 で

あ り， E，　 cannabinL ”n は か な り遠 縁 の 関 係 に あ る と み ら

れ る．

　
一

方，今回 配列 を検討 した 葉緑 体 trnT − trnL 　5’
　exon の

間 の intergenic　spacer （IGS ）領 域 は フ ジバ カ マ 両 タ イ プだ

け に 限 らずサ ワ ヒ ヨ ド リ，ヒ ヨ ド リバ ナ な ども そ れ ぞ れ

の 種 に 固有 の 配列 を有 して い る領 域 で あ る．Eupatorieun

属植物 に 由来す る 生 薬 を DNA 解 析 に よ り同 定す る 場 合

に は，同属植物 を 含 め た 他の よ り広範囲 は植物 の デ
ータ

も必 要 に な る が，こ の 領 域 は 同 定 の た め に重 要 な 領 域 で

あ る こ とを示 す こ とが で き た．

　なお ，フ ジバ カ マ を含 め て Eupatorie” n 属 植 物 は交 雑 し

や す く，形 態 の 変 異 が 大 き い こ とか ら学名 に も 変 遷が見

られ る
S・9）．E．forinnei2

・6），　E ．japonicmnL．3．10），　E ．・stoec ・adosmion

な ど使 用 さ舶 る が す べ て シ ノ ニ ム と さ れ て い る ．また フ

ジバ カ マ 園芸 型 の 種 の 同 定 は 学名 の 整 理 を 含 め た研 究 が

必 要 な た め，本 論 文 で は Eupatorium　sp ．と記 載 した．

　　　　　　　　　　　 結 論

　 フ ジバ カマ 野 生 型 と園芸型 は と も に
“
フ ジバ カ マ

”
と

呼称 さ れ て い る が ，分子系統学的 に も 近縁で あ る こ と を

本研究 で 初め て 明 らか に した．両型 間 の DNA 配列 の 違

い は葉緑体 trnT − trnL　5厂exon の 間 の intergenic　 spacer

（IGS ） 領域 に認 め られ た ．フ ジバ カ マ を基 源 とす る 生 薬

には 野 生 型、園芸 型 両 者 を 区別 せ ず利 用 し て い る 可 能 性

が 高 く，本研 究 の 結 果 はそ う した 場 合 に 品 質評価 の
一

助

とな ろ う．
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